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平成23年９月たなぐら議会だより　（2）

　９月定例会は、９月１６日から２０日までの５日間の会期で開かれました。
定例会では、平成２２年度会計の決算、専決処分の報告、条例改正、補正予算等の議案を慎重
に審議し、すべて原案のとおり可決しました。

会　　計　　名

特　

別　

会　

計

一 　 般 　 会 　 計 58億7,985万円
15億7,478万円
1億1,848万円

50万円
9億1,355万円
4,181万円

3億1,627万円
6,528万円
6万円
83万円

3億9,950万円
1億2,076万円
94億3,167万円

56億148万円
14億4,682万円
1億1,818万円

50万円
9億957万円
4,110万円
3億989万円
6,489万円
2万円
46万円

3億8,063万円
2億8,996万円
91億6,350万円

2億7,837万円
1億2,796万円

30万円
0円

398万円
71万円
638万円
39万円
4万円
37万円

1,887万円
※△1億6,920万円

2億6,817万円

収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

上水道事業会計

22年度決算額合計

歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

平成２２年度決算
歳出総額９１億６千万円を認定

平成２２年度決算
歳出総額９１億６千万円を認定

平成２２年度決算
歳出総額９１億６千万円を認定

※資本的収支の不足額は、過年分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、建設改良積立金で補填
　されております。

◎ 各会計別決算額

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
老 人 保 健
介 護 保 険
簡 易 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
宅地用地取得造成事業
霊 園 整 備 事 業

（△はマイナス表示）

平
成
二
十
二
年
度
に
完
成
し
た
棚
倉
町
茶
室
オ
ー
プ
ン



（単位 ： 万円）

（単位 ： 万円）

◆ 主な歳入決算額

◆ 主な歳出決算額（性質別）

189,644

29,043

138,021

82,092

1,276

15,489

45,227

36,624

30,726

191,157

28,779

158,274

109,662

720

5,496

11,215

51,212

31,470

町 税
地方譲与税等
地 方 交 付 税
国 県 支 出 金
財 産 収 入
繰 入 金
繰 越 金
町 債
そ の 他
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118,927

65,411

4,735

98,489

58,571

59,029

61,084

68,691

15,590

117,480

65,811

6,089

72,131

56,452

80,571

52,275

72,588

36,751

人 件 費
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
普通建設事業費等
扶 助 費
公 債 費
繰 出 金
そ の 他

平成22年度決算額
（総額 58億7,985万円）
平成21年度決算額
（総額 56億8,142万円）

平成22年度決算額
（総額 56億148万円）
平成21年度決算額
（総額 55億527万円）

地方交付税・国県支出金が大幅な増加

補助費等が減少し扶助費・出資金が増加

歳　入

歳　出

臨時特例債の増額
（地方交付税代替措置） 地域活性化交付金の増

額と子ども手当支給開始
に伴う補填財源の増額

基準財政収入額の減少
及び基準財政需用額にお
ける単位費用の増加

上水道事業会計へ
の出資金増額

子ども手当支給開始
による増額

決算額の推移決算額の推移（一般会計） 

定額給付金・児童手
当等の減額
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補助事業を活用して設置したソーラーパネル

多くの低所得者をかかえる国民健康保険制度

　
　
　
剰
余
金
が
発
生
し

た
主
な
要
因
は
。

質 

問

　
　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、

地
方
交
付
税
が
例
年
に
比

べ
大
幅
に
伸
び
た
。

　

歳
出
で
は
、大
震
災
で
の

復
旧
費
用
に
充
て
る
た
め
、

三
月
補
正
時
は
町
単
独
災

害
費
用
と
し
て
計
上
し
た

が
、そ
の
後
補
助
対
象
と

な
っ
た
た
め
不
用
額
が
生

じ
た
。

答 

弁

　
　
　
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事

業
で
は
十
一
件
の
申
請
が

あ
っ
た
が
、予
算
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
執
行
状
況
だ
っ

た
か
。

質 

問

　
　
　

ほ
ぼ
予
算
内
で
の

決
算
で
あ
っ
た
。

答 

弁

　
　
　
防
犯
灯
設
置
の
優

先
順
位
の
決
め
方
は
。

質 

問

　
　
　

行
政
区
長
か
ら
六

月
末
ま
で
に
設
置
要
望
箇

所
を
受
付
し
、現
地
調
査

の
う
え
住
宅
地
や
防
犯
灯

設
置
区
間
な
ど
を
勘
案
し

優
先
順
位
を
決
定
す
る
。

答 

弁

　
　
　
生
活
保
護
受
給
者

の
増
大
問
題
が
出
て
き
て

い
る
が
、町
の
動
向
は
。

質 

問

　
　
　

平
成
二
十
二
年
度

の
生
活
保
護
受
給
状
況

は
、九
十
七
世
帯
百
二
十
九

名
で
あ
り
、平
成
二
十
一
年

度
よ
り
二
十
名
増
加
し
て

い
る
。

答 

弁

　
　
　
高
額
医
療
費
が
前

年
比
で
大
幅
に
伸
び
て
い

る
が
、こ
れ
は
二
十
二
年
度

に
限
る
傾
向
な
の
か
。

質 

問

　
　
　

二
十
二
年
度
の
み

の
傾
向
で
あ
る
。

答 

弁

　
　
　
国
民
健
康
保
険
税

の
収
納
率
が
低
く
な
り
保

険
の
仕
組
み
が
問
題
だ
が
、

完
納
し
て
い
な
い
方
が
保

険
を
受
け
ら
れ
る
権
利
が

侵
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の

か
。 質 

問

　
　
　

徴
収
率
に
つ
い
て

は
、滞
納
分
を
極
力
減
ら

す
た
め
二
十
二
年
度
は
現

年
分
に
力
を
入
れ
た
。

　

国
保
会
計
は
低
所
得
者

を
多
く
抱
え
る
よ
う
な
構

造
的
な
問
題
が
あ
り
、近

年
、国
に
お
い
て
は
都
道
府

県
単
位
の
保
険
者
で
検
討

し
て
い
る
。更
に
本
町
に
お

い
て
は
、保
険
者
間
の
調
整

で
支
払
基
金
か
ら
、さ
ら
に

国
か
ら
の
財
政
支
援
や
地

方
交
付
税
措
置
な
ど
も
急

激
に
増
え
、繰
越
金
を
充
て

税
率
の
引
き
下
げ
が
実
施

で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い

る
。 答 

弁

　
　
　
雇
用
対
策
費
で
、四

十
二
名
を
雇
用
し
て
い
た

が
、こ
れ
は
単
年
度
で
契
約

が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
か
。

質 

問

　
　
　

こ
の
緊
急
雇
用
制

度
は
、半
年
の
雇
用
契
約
だ

が
、最
大
一
年
間
の
雇
用
と

な
る
。

答 

弁

　
　
　
滞
納
分
徴
収
の
内

容
は
。ま
た
、不
納
欠
損
の

法
的
処
理
内
容
は
。

質 

問

　
　
　

滞
納
分
の
徴
収

は
、休
日
の
納
税
相
談
や
訪

問
徴
収
、昨
年
度
は
夜
間

徴
収
を
新
た
に
行
い
、そ
の

他
に
も
統
一
的
臨
時
徴
収

実
施
に
向
け
、班
長
会
議

を
毎
月
実
施
し
て
い
る
。

　

不
納
欠
損
処
理
は
、地

方
税
法
に
よ
り
、執
行
停

止
分
が
三
年
、そ
の
他
が
五

年
間
で
時
効
と
な
る
。

答 

弁

棚倉  花子 女
○
○

○
○

○
○

012345

棚倉  太郎
福島県東白川郡棚倉町
大字棚倉字中居野33

決算質疑決算質疑決算質疑平成22年度
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反
対
の
理
由
は
、歳
入
歳

出
決
算
に
よ
る
実
質
収
支
残

額
で
、二
億
一
千
五
百
万
円
の

剰
余
金
が
出
て
い
る
点
で
あ

る
。
　

歳
入
で
は
、地
方
交
付
税
、

繰
越
金
が
当
初
予
算
よ
り
増

加
し
て
い
る
が
、歳
出
で
は
目

立
っ
た
増
加
は
見
え
て
い
な

い
。歳
入
の
増
加
は
歓
迎
す
る

が
、な
ぜ
、こ
の
増
加
分
を
歳

出
に
回
し
て
有
効
に
使
わ
れ

な
か
っ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

今
、町
民
の
中
で
は
軽
微
な

要
望
が
数
多
く
出
さ
れ
て
い

る
。要
望
に
少
し
で
も
応
え

る
こ
と
が
、行
政
の
果
た
す
べ

き
役
割
だ
と
思
う
。せ
っ
か
く

の
予
算
を
も
っ
と
有
効
に
使

う
努
力
と
研
究
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
問
題
は
、住
民
に
対
す

る
政
治
姿
勢
の
問
題
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
反
対
討
論
と

す
る
。

　

決
算
の
内
容
は
、景
気
低

迷
の
影
響
を
受
け
た
地
方
譲

与
税
等
の
減
収
が
あ
っ
た
も

の
の
、町
税
全
般
で
は
対
前
年

比
０・八
％
増
と
な
って
い
る
。

　

ま
た
、国
の
景
気
対
策
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
追
加
交
付

や
、各
種
交
付
金
の
積
極
的

な
有
効
活
用
に
よ
り
財
源
確

保
に
努
め
、第
五
次
棚
倉
町

振
興
計
画
に
掲
げ
る
重
点
施

策
の
前
倒
し
で
着
実
に
進
め

ら
れ
、計
画
的
に
事
業
展
開

が
さ
れ
て
い
る
。

　

更
に
、決
算
剰
余
金
二
億
一

千
五
百
万
円
に
つ
い
て
は
、前

年
度
の
繰
越
予
算
に
伴
う
不

用
額
と
、東
日
本
大
震
災
で

の
早
期
復
旧
に
向
け
た
補
正

予
算
が
措
置
さ
れ
、迅
速
に

図
ら
れ
た
上
で
の
剰
余
金
で
、

適
切
な
内
容
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、こ
の
決
算
認
定
に

賛
成
す
る
。

鈴
木  

政
夫 

議
員

金
澤 

義
行 

議
員

決
算
審
査
結
果

及
び
意
見
書

決
算
審
査
結
果

及
び
意
見
書

決 算 認 定 討 論
平成22年度棚倉町一般会計決算認定をめぐり討論が行なわれ、
採決の結果、賛成多数で認定されました。

▲決算審査の様子

　

地
方
公
共
団
体
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、財
政
の
健
全
性
に
関
し
て
監
査

委
員
の
審
査
を
受
け
、議
会
に
報
告
さ
れ
た

も
の
で
す
。い
ず
れ
の
数
値
も
早
期
健
全
化

基
準
な
ど
を
下
回
っ
て
お
り
、棚
倉
町
の
財

政
は
健
全
性
が
保
た
れ
て
お
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計
と
も
、決
算

は
そ
の
計
数
に
誤
り
は
な
く
、関
係
諸
帳
簿・証

書
類
と
も
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、会
計
経
理
は

良
好
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

　

今
後
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
も
引
き
続
き

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
、住
民

福
祉
の
増
進
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
望
む
。

　

上
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
は
、適
正
に
経

理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。ま
た
、年
間
の

有
収
水
量
の
有
収
率
が
上
が
ら
な
い
現
状
を
十

分
認
識
し
、な
お
一
層
の
企
業
努
力
を
発
揮
さ

れ
、安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
維

持
さ
れ
る
よ
う
努
力
願
い
た
い
。

（
抜
粋
）

反
対
（
１
人
）

反
対
（
１
人
）

賛
成
（
13
人
）

賛
成
（
13
人
）

平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
基
づ
く

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
性
に
関
す
る
比
率
の
報
告

15.0
20.0
25.0
350.0

1. 健全化判断比率

※ 赤字（資金不足）額がないものは該当なしのため「－」を表示しています。

健全化判断比率 平成22年度

平成22年度

早期健全化基準

20.0
20.0
20.0
20.0
20.0

―

―

―

―

―

―

―

17.6
82.0

２. 資金不足比率
会 計 の 名 称 経営健全化基準

実 質 赤 字 比 率
連 結 実 質 赤 字 比 率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

上 水 道 事 業 会 計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
簡易水道事業特別会計
宅地用地取得造成事業特別会計

①
②
③
④

（単位 ： ％）

（単位 ： ％）
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人
事
案
件

　

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て

の
主
な
内
容
は
、線
量
計
等
緊
急

整
備
支
援
事
業
、放
射
線
量
低
減

化
活
動
支
援
事
業
、全
校
庭
・
園

庭
の
表
土
除
去
経
費
、エ
ア
コ
ン
設

置
な
ど
、主
に
ふ
く
し
ま
の
子
ど

も
を
守
る
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
費
で
総
額
二
億
三
千
二
百
三
十

五
万
円
の
増
額
補
正
で
し
た
。

　

ま
た
、平
成
二
十
三
年
度
公
共

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
の

専
決
処
分
に
つ
い
て
は
、棚
倉
町

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
排
出
し

て
い
る
汚
泥
を
当
面
、セ
ン
タ
ー
敷

地
内
に
仮
置
き
す
る
た
め
の
費
用

で
、総
額
五
百
五
十
万
円
の
増
額

補
正
で
し
た
。

　

以
上
、二
件
の
専
決
処
分
報
告

が
あ
り
、全
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、甚
大

な
被
害
を
受
け
た
被
災
者
に
対

す
る
町
税
等
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
創
設
で
す
。

３億１,７４８万円

３,８４１万円

２,６００万円

３１３万円

１８６万円

△２８万円

２３５万円

△４０３万円

５８億６,０７５万円

１４億９,９１１万円

９億４,７５８万円

３億５,３４４万円

６,８０１万円

３億８,４３７万円

７,１１６万円

２億４,０９２万円

9月補正予算の状況 （1万円未満切捨て）
会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

上
水
道

事
業
会
計

特
別
会
計

一 般 会 計

国民健康保険

介護保険

公共下水道事業

農業集落排水事業

収益的支出

資本的収入

資本的支出

◆ 

専
決
処
分
の
報
告

　

及
び
承
認

◎ 

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
費

　
　
　
　
　 

１
，４
８
４
万
円

　

棚
倉
城
跡
の
石
垣
の
測
量
調

査
費
用
で
す
。

◎ 

農
業
用
地
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
１
，1
7
6
万
円

◎ 

土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　 

２
，０
８
４
万
円

◎ 

社
会
教
育
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　 

２
，０
１
１
万
円

　

総
合
体
育
館
復
旧
の
設
計
業

務
委
託
料
及
び
、仮
設
工
事
、内

壁
修
繕
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

◆ 

一
般
会
計
補
正
予
算
の

　

主
な
内
容

◎ 
災
害
救
助
費

　
　
　  
１
億
１
，1
6
3
万
円

　

が
れ
き
処
理
委
託
料
の
増
額

と
、一
部
損
壊
等
被
災
住
宅
復
旧

◎ 

消
防
団
員
福
祉
費

　
　
　
　
　
　  

８
２
０
万
円

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、県
内

外
の
消
防
団
員
が
災
害
に
遭
わ

れ
た
た
め
、消
防
団
員
公
務
災
害

負
担
金
が
増
額
し
た
た
め
で
す
。

◎ 

社
会
教
育
複
合
施
設
の

   

駐
車
場
用
地
購
入
費

　
　
　
　
　 

４
，２
５
０
万
円

　

社
会
教
育
複
合
施
設
の
駐
車

場
が
必
要
と
な
る
た
め
、用
地
を

購
入
し
ま
す
。

◆ 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

　

被
災
者
に
対
す
る
町
税
等
の

　

減
免
に
関
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、棚
倉
町
税
条
例
に
つ
い
て
も
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

正
伴
い
、改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

棚
倉
町
税
条
例
の

　
一
部
改
正

◆ 

棚
倉
町
災
害
対
策
本
部

　

条
例
の
一
部
改
正

測量調査を行う棚倉城跡の石垣

莊司  榮治さん
（八  槻）

鈴木  正男さん
（金沢内）

上妻  勇吉さん
（小  爪）

議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

議
会
で

決
ま
っ
た
こ
と

支
援
で
五
百
戸
分
、及
び
電
子
式

の
個
人
線
量
計
を
六
百
個
購
入

し
ま
す
。

◆ 

町
教
育
委
員
会
委
員
の

　
任
命

◆ 

町
固
定
資
産
評
価
審
査

　
委
員
会
委
員
の
選
任

◆ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
推
薦

三
件
の
人
事
案
件
に
つ
い

て
、推
薦
・
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。


